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北大水産集報
24 (1)， 49-52. 1973. 

イカ・タコ加工場の廃水処理法に関する研兜

第1報園館市内におけるイカ加工場廃水の水質について

元広輝重*.杉浦 訓*

Water Treatment in Squid Processing Wastes 

1. Waste water qua1ity 

Terushige MOTOHIRO and sa加shiSUGIURA 

Abstract 

A chemical anal戸包 wωm吋.eon the wasもewa.ter∞llected 抗 6 squid 
proc個目ingpl晶ntsin Hakodate in order to obtain d品旬 onwasもewater quality for 
waもerもお晶tmen私
The w副総 W晶t.erωnt&血edsoluble prote白sand me的 part唱。le自 ofwhich the 
BOD 1舗 dwωwithinぬ.erange from 70野mω120∞ppm. The COD load 
respond，吋句 1/3-1/4of伽 BODIoad. Small conぬnaof vol晶tilebasic nitrogen 
and volatile品。idswere measured in偽舟鴎mplewa旬，r. The pH values varied 
from 6.1もo7.0 depending 抽出.epollu加 ltlevels. 

一般に水産製品製造工場における主要な廃水は，原料の洗浄工程から排出されるが， 廃水量および

排出汚染量は，工場規模，原料魚の種類 1日の原料処理量によって大幅な差異がある円また，水

産ね0製品工場における水晒し廃水は，高濃度の水溶性タン白，油分，非タン自室素化合物および灰
分を含有しの， マグロ， サパ，クヲラなどのように解凍または魚体洗浄時に血液の溶出する場合を除

き，白濁している。

しかし，イカを主原料とする珍味加工場から排出される廃水は，イカ肝臓および色素胞の破嬢によっ

て茶褐色に着色し，しかも肝油および溶出タン白により顕著に汚濁し， 上記のような魚類の加工処理

廃水とは異なった様相を呈している。したがって，イカ加工場の廃水処理iとあたって，廃水中の着色

因子の除去，次いで溶存汚染質の処理を検討する必要があろう。

著者らは，イカ加工場の廃水処理法を考究するため， まず対象とする廃水の水質を明らかにする目

的で，函館市内におけるイカ加工場廃水の水質を調査したので.得られた結果を報告する。

対象工場の業種

(1) A工場・・・・イカ珍味品

(2) B工場・・・・イカ・タコ珍味品

{3) C工場・・・・イカ珍味品

・北海道大学水産学部食品製造実習工場

実験の部

(Lahoraωry oJ F，仰dEng仰 ering，F，ωuUy 0/ Fuihe巾 8，Hok加仙 U調4vmity)
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(4) D工場・・・・イカ珍味品，塩辛類

(5) E工場・・・・イカ・タラ珍味品

(6) F工場・・・・イカ珍味品，塩辛類

試料の採取

上記各工場において，試料となる廃水を採取した。試料採取時の状況は， Tab1e 1のようである。

Table 1. Waste water samples fro刑 squidpr，ωωs仇gpla渦ts.

Water to be Volume ofwaぬr
Diosf cawradainもegw日yast飴erm Waste water 

Temp.of 
Fac色ories spurpopcleisesdmtg o used抗 the

W削除 wa'もer
facω'ry (m8/day) 

自ampl倒 (OC) 

A City晶.nd
190 Sdre悦Mlmingget品BYnBkも→emeiw Afもerwashing 17.0 well wa句r of raw material 

B Ciも，yand Concreもedi七ch→ A晶nfbder bothilianwg ing 
well wa句r 90 。itydrain晶.ge

system 

C Well water 1. U-shape concrete Amfdter 田t制h乱owniinngg 
ditch， p∞l→悌wer・

90 
晶，ge→sands
2. W晶もeraf旬r 18.5 
boiling→disωad 
onも0 働 nds

D Well wa伽 Settling tank→U・ After w品目hing

60 shape diωh→ of raw ma.句rial 21.0 
disc晶，rdも0飴晶

E wCie右lylw姐aJdぬr
Manhole→必sc晶，rd Afもerw晶shing

550 も0 田a of raw m晶句rial 30.0 

F Cityand Manhole→city A晶nfdter bdth晶inwginog f 
well water 100 drain晶gesysもem 20.0 

ra.w m且品erial

測定項目および方法

(1) BOD: JIS KOI02の工場排水試験方法lとより測定したの。

(2) ∞D: JIS KOI02の工場排水試験方法，過マンガン酸カリによる酸素消費量より求めた吟。
(3) 総窒素量 (T-N):検水をケルダール法により分解し蒸溜法により定量した。

(4) 粗タン白量:総窒素量K係数6.25を乗じ算出した。

(5) 揮発性塩基窒素量 (V.B-N):微量拡散吸収法lとより測定したの。

(6) アミノ態窒素量 PopeStevensの加銅法により定量したの。

(7) 揮発酸量 (V.A):蒸留法tとより検水50mlI?: 596 H2s04 1∞m1を入れ蒸留し，得ちれる留

液 300m1を分取して， O.IN NaOH Iとより滴定し定量した(酢酸として算出)。

(8) 浮遊物質:JIS KOI02の工場排水試験方法により測定したの。

(9) pH:ガラス電極pHメーターにより測定した。
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結果および考察

函館市内水産加工場のうち 6工場を選ぴ，それら工場の廃水の水質を調査した結果は Table2のよ

うである。 Table2において対象とした工場は，イカ， タコ，タラなどの珍味加王品および塩辛類を

製造しているが， ζれらの工場の廃水の BODはきわめて広範囲にわたり， 70-12，∞Oppmとなって

いる。とのように廃水の BODが同業種の加工場において差異のある理由は， 採水時の状況が影響し

ているものと考えられ，たとえばA工場の廃水の BODが70ppmであったのは，原料の洗浄水のみ

であったのに対し F工場の廃水の BODが 12，ωOppmを示したのは原料裁割後の洗浄水および煮

熱水をそのまま供試したためと考えられ，したがって，総合廃水としての BODは， B， C， D および

E工場の廃水のように 1，300-5，500程度と考えるのが適当であろう。

Table 2. Wa8te water伊ωliti，ω018quid procω8ing pla叫8.

言ι!??J A B C D E F 

BOD (ppm) 70 1，290 5，520 1，7ω 4，580 12，ωo 
COD (ppm) 114 340 1，770 530 1，030 3，290 

T-N(m%  %g% ) 
0.00 0.01 0.05 0.01 0.10 0.20 

仕V.uBd"Ne pro飴ins( % ) 0.01 0.08 0.30 0.04 0.57 1.25 
(mg%) 0.80 2.38 3.43 0.29 3.09 5.80 

Amino晶cid-N(mg%) 0.33 2.03 3.90 1.82 9.31 15.70 
Volatile acid (%)  0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.02 
ss (ppm) 4ω 700 3，300 260 590 14，，400 
pH 7.4 6.9 6.8 6.9 7.0 6.1 

」ーーーーーーーー

イカ・タコ珍味加工場の廃水の CODは， A工場を除き一般に政)Dの1/3-1/4程度であり， ζ

の結果から，珍味加工場廃水中11::溶存する過マンガン酸カリ消費量は略々岡程度と考えられる。 A工

場において COD値が BOD値より高い値を示した理由は明らかでない。

イカ・タコ珍味加工場廃水は， BODおよび CODに対して全窒素量および組タン自量が略々比例

的関係があり， BODおよび CODの高い廃水は全窒素量および粗タン白量が多い。

以上の結果より， 函館市内のイカ・タコ珍味加工場廃水は，肉片を混えた水溶性タン自を含み， ζ

れが水質汚濁の主因をなすように推察される。また，同業種の珍味加工場にあっても，採水時の状況

が異なれば，廃水の水質に顕著な差異が認められ，とくにイカ脚部の剥皮工程で排出される廃水は汚

濁が顕著のように見受けられた。 乙の事実から，乙の業種の加工場廃水処理を考究する場合，各工程

の廃水処理を考慮するとともに，総合廃水の処理も検討すべきであろう。

なお，本調査では窒素化合物の種類を明らかにできなかったが，イカ加工において， 煮熟釜中Kイ

カを投入し， 50o-60oC 1ζ加温し， 携伴を継続して自己消化により，表皮を剥離する工程があるので，

色素胞の破壊およびコラーゲンの熱変化が起乙り， 結果として色素およびゼラチン質も煮熟後廃水中

に溶存することが予想される。したがって，廃水処理に際し，熱非凝固性窒素化合物の除去法も考究

する必要があろう。

本実験の試料採取にあたり， 函館市公害対策課，函館市立保健所および函館市衛生試験所の協力を

得た。乙 ζ11::感謝の意を表する。

要約

廃水処理を目的とし，その基礎資料を得るため， 函館市内のイカ加工場のうち 6工場を選ぴ，廃水

の水質調査を行なった結果，珍味加工場廃水は，肉片を混えた水溶性タン白を含有する。 との種の廃

水のBODは 70-12，∞Oppmであったが，一般的には1，3∞-5，5∞ppmと推察される。
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